
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２６ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ｂ 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 3ROUND 数学Ｂ（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

これまで学んできた数学の知識に加え、新たな知識を用いて問題解決をしていきますので、授

業中の取り組みに加え、授業の復習もしっかりと行うことが大切です。 

2 学期以降は統計学の内容を扱うため、Chromebook を用いて問題解決していきますので、タイ

ピングなどの練習を予めしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

(1) 数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数

学と社会生活の関わりについて認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的

に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考察する力、確率分布や標本分布の

性質に着目し、母集団の傾向を推測し判断したり、標本調査の方法や結果を批判的に考察したり

する力、日常の事象や社会の事象を数学化し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り返っ

て考察したりする力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基礎を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数列、統計的な推測につ

いての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解す

るとともに、数学と社会生

活の関わりについて認識を

深め、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりする

技能を身につけるようにす

る。 

離散的な変化の規則性に

着目し、事象を数学的に表現

し考察する力、確率分布や標

本分布の性質に着目し、母集

団の傾向を推測し判断した

り、標本調査の方法や結果を

批判的に考察したりする力、

日常の事象や社会の事象を

数学化し、問題を解決した

り、解決の過程や結果を振り

返って考察したりする力を

養う。 

数学のよさを認識し数学

を活用しようとする態度、粘

り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づいて判断しようと

する態度、問題解決の過程を

振り返って考察を深めたり、

評価・改善したりしようとす

る態度や創造性の基礎を養

う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 数

列 

1．数列とその和 

 

a:等差数列と等比数列につい

て理解し、それらの一般項や

和を求めることができる。 

 

b:事象から離散的な変化を見

いだし、それらの変化の規則

性を数学的に表現し考察する

ことができる。 

 

c:数の並び方に興味をもち、

その規則性を発見しようとす

る。 

 等差数列や等比数列の和を

工夫して求める方法に興味を

もち、それぞれの和の公式を

導こうする。 

 

・副読本

の問題の

チェック 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・課題の

提出状況 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・自己評

価 

2 数

列 

2 漸化式と数学的帰納

法 

a:漸化式について理解し、事

象の変化を漸化式で表した

り、簡単な漸化式で表された

数列の一般項を求めたりする

ことができる。 

 

b:自然数の性質などを見いだ

し、それらを数学的帰納法を

用いて証明するとともに、他

の証明方法と比較し多面的に

考察することができる。 

 

c:数学的帰納法を利用して、

いろいろな事柄を積極的に証

明しようとする。 

 

・副読本

の問題の

チェック 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・課題の

提出状況 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・自己評

価 
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2 統

計

的

な

推

測 

1．確率分布 a:確率変数と確率分布につい

て理解することができる。 

 二項分布と正規分布の性質

や特徴について理解すること

ができる。 

 

b:確率分布や標本分布の特徴

を、確率変数の平均、分散、

標準偏差などを用いて考察す

ることができる。 

 

c:確率的な試行の結果を表す

のに確率分布を用いることの

よさに気づき、確率分布につ

いて積極的に考察しようとす

る。 

 二項分布に興味・関心をも

ち、さいころを投げるなどの

具体的事項について考察しよ

うとする。 

 

・副読本

の 問 題

のチェッ

ク 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度

等 

・パフォー

マ ン ス 課

題 

・課題の

提 出 状

況 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・自己評

価 

3 統

計

的

な

推

測 

2．統計的な推測 a:正規分布を用いた区間推定

及び仮設検定の方法を理解す

ることができる。 

 

b:目的に応じて標本調査を設

計し、収集したデータを基に

コンピュータなどの情報機器

を用いて処理するなどして、

母集団の特徴や傾向を推測し

判断するとともに、標本調査

の方法や結果を批判的に考察

することができる。 

 

c:連続的な確率変数である正

規分布について積極的に考察

しようする。 

 

・副読本

の 問 題

のチェッ

ク 

・小テスト 

・定期考

査 

・授業態

度等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度

等 

・パフォー

マ ン ス 課

題 

・課題の

提 出 状

況 

授 業 見

学・研究

授 業 

6/5 ～ 

6/23 ・授

業 態 度

等 

・ パ フ ォ

ーマンス

課題 

・自己評

価 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


